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1 
【 No.38-1 】保管場所～接続口，据付箇所までの 
                   アクセスルート 
原子炉建物の外から水又は電源を供給するための接続口は，共通要因によって接続することができなくなる

ことを防止するため，接続口を複数箇所に設けるとともに，一つの接続口につき一つの機能としている。 
その他の可搬型設備の接続口は，必要な容量を確保することのできる数を設けた上で，設備の信頼度等を

考慮し，必要に応じて更なる安全性向上のために予備を確保する。 

大型送水ポンプ車 

移動式代替熱交換設備 

大量送水車 

輪谷貯水槽（西１,西２） 
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【 No.38-6 】窒素ガス代替注入系 設備 
窒素ガス代替注入系は，屋外または屋内の接続口へ可搬式窒素供給装置を接続し，原子炉

格納容器内に窒素ガスを注入することにより，原子炉格納容器内の酸素濃度を抑制するために
設置している。                  

可搬式窒素供給装置 仕様 

台数 1（予備１） 

容量 約100m3/h 

供給圧力 約600～900kPa[gage] 

ドライウェル サプレッション・チェンバ 

窒素供給ライン接続口 
原子炉建物 南側（屋外） 

可搬ホース 

可搬ホース 
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【 No.42-1】地下水位低下設備（既設） 

地下水排水ピット仕様 

深さ：26m 
縦 ：1.5m 
横 ：2.2m 

原子炉建物下の集水管配置図 

地下水位低下設備（既設）として，原子炉建物等の本館建物廻りには集水管を，原子炉
建物西側の大物搬入口前に地下水排水ピットを設置し，揚水ポンプにて排水している。 
 

２号炉原子炉建物 

第１ベントフィルタ格納槽 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 

２号炉タービン建物 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 他 

２号炉廃棄物 
処理建物 ディーゼル燃料貯蔵タンク 他 

地下水位低下設備 
（既設） 

復水貯蔵タンク 

地下水排水ピット内状況 

地下水 
排水ピット 
（サブドレーンピット） 

原子力耐震 

2号炉
タービン建物
（EL0.0m ）

2号炉
廃棄物処理建物
（EL0.0m）

制御室
建物（EL+0.1m）

2号炉
原子炉建物
（EL-4.7m）

取水槽

放水槽

1号炉
排気筒

１号炉
タービン建物

１号炉
廃棄物処理建物

地下水
排水ピット

（サブドレーンピット）

既設コン
クリート

排気筒
（EL+2.0m）

サブドレーン

※各施設名称に記載の括弧書きは，施設下端高さを示す。※各施設名称に記載の確固書きは，施設下端高さを示す。 

2 号炉 

タービン建物 

（ EL0.0m  ） 

2 号炉 

廃棄物処理建物 

（ EL0.0m ） 

制御室 

建物 （ EL+0.1m ） 

2 号炉 

原子炉建物 

（ EL - 4.7m ） 

取水槽 

放水槽 

1 号炉 

排気筒 

１号炉 

タービン建物 

１号炉 

廃棄物処理建物 

地下水 

排水ピット 

（サブドレーンピット） 

既設コン 

クリート 

排気筒 

（ EL+2.0m ） 

2号炉
タービン建物
（EL0.0m ）

2号炉
廃棄物処理建物
（EL0.0m）

制御室
建物（EL+0.1m）

2号炉
原子炉建物
（EL-4.7m）

取水槽

放水槽

1号炉
排気筒

１号炉
タービン建物

１号炉
廃棄物処理建物

地下水
排水ピット

（サブドレーンピット）

既設コン
クリート

排気筒
（EL+2.0m）

サブドレーン

※各施設名称に記載の括弧書きは，施設下端高さを示す。
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【 No.44 】排気筒モニタ 

A 

↑ 

A ～ A 矢視 

排気筒 

排気筒 

排気筒モニタ室 

サンプリング配管 

計測口 

A 

↑ 

計測口 

排気筒モニタ 

サンプルラック 

  

  
  

      

    

安全評価上期待する安全重要度分類
のクラス３設備である排気筒モニタ及び排
気筒モニタを内包する排気筒モニタ室を
外部事象防護対象施設に選定している。 

 

竜巻に対しては，外部事象を起因として
放射性気体廃棄物処理施設の破損が
発生することはないが，竜巻により排気
筒モニタが損傷した場合は，独立事象と
しての重畳の可能性を考慮し，代替設
備による監視及び安全上支障のない期
間に補修を行うことで，安全機能を損な
わない設計とする。 

 

火山に対しては，降下火砕物により，排
気筒モニタが損傷しないよう，外殻となる
排気筒モニタ室により防護する。 
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【 No.45-2 】取水槽に設置する上位クラス施設 

及び浸水防止設備(1/2) 
Sクラス施設：原子炉補機海水ポンプ，高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ等 
浸水防止設備：取水槽除じん機エリア防水壁，取水槽除じん機エリア水密扉等 
 （外郭防護） 

外殻

防護1

外殻

防護2

内郭

防護

原子炉補機海水ポンプ ○ ― ― ― ―

原子炉補機海水ストレーナ ○ ― ― ― ―

高圧炉心スプレイ

補機海水ポンプ
○ ― ― ― ―

高圧炉心スプレイ

補機海水ストレーナ
○ ― ― ― ―

原子炉補機海水系配管 ○ ― ― ― ―

高圧炉心スプレイ補機

海水系配管
○ ― ― ― ―

取水槽水位計 ― ― ― ― ○

取水管立入ピット閉止板 ― ○ ― ― ―

取水槽床ドレン逆止弁 ― ○ ― ― ―

防水壁（除じん機エリア） ― ○ ― ― ―

取水槽 ― ○ ―※ ○ ―

水密扉（除じん機エリア） ― ○ ― ― ―

水密扉（海水ポンプエリア） ― ○ ―※ ○ ―

貫通部止水処置 ― ○ ―※ ○ ―

凡例

浸水防護設備
津波監視

設備
上位クラス施設

津波防護

対象設備

※　外郭防護２の対策は，内郭防護の対策に包絡される。

R

H

海水ポンプエリア水密扉

除じん機エリア水密扉

取水管立入ピット閉止板

取水槽床ドレン逆止弁

取水槽水位計

貫通部止水処置

除じん機エリア防水壁

分離壁

原子炉補機海水ポンプ

高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ

タービン補機海水ポンプ

循環水ポンプ

除じんポンプ

R

R

R

R

T

T

T

H

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｊ

ストレーナ

エリア

循環水

ポンプ

エリア

海水ポンプ

エリア

除じん機

エリア

原子力耐震 

R

R

R

R

T

T

T

H

Ｃ

Ｃ

Ｃ

J

J

：取水槽除じん機エリア防水壁

：取水槽除じん機エリア水密扉

：取水槽床ドレン逆止弁

：貫通部止水処置

：取水槽C/Cケーブルダクト

：分離壁

：原子炉補機海水ポンプ

：高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ

：タービン補機海水ポンプ

：循環水ポンプ

：除じんポンプ

R

H

T

C

J

：津波の浸水範囲

R

R

R

R

T

T

T

H

Ｃ

Ｃ

Ｃ

J

J
R

H

T

C

J

：津波の浸水範囲

R

R

R

R

T

T

T

H

Ｃ

Ｃ

Ｃ

J

J
R

H

T

C

J

：津波の浸水範囲

R

R

R

R

T

T

T

H

Ｃ

Ｃ

Ｃ

J

J
R

H

T

C

J

：津波の浸水範囲
凡例 上位クラス施設 

津波
防護
対象
設備 

浸水防護設備 

津波監視
設備 外郭 

防護1 
外郭 
防護2 

内郭 
防護 

Ｒ 原子炉補機海水ポンプ 〇 ― ― ― ― 

原子炉補機海水ストレーナ 〇 ― ― ― ― 

高圧炉心スプレイ補器海水ポンプ 〇 ― ― ― ― 

高圧炉心スプレイ補器海水ストレーナ 〇 ― ― ― ― 

原子炉補機海水系配管 〇 ― ― ― ― 

高圧炉心スプレイ補器海水系配管 〇 ― ― ― ― 

取水槽水位計 ― ― ― ― 〇 

取水槽床ドレン逆止弁 ― 〇 ― ― ― 

除じん機エリア防水壁 ― 〇 ― ― ― 

除じん機エリア水密扉 ― 〇 ― ― ― 

貫通部止水処置 ― 〇 ― ― ― 

循環水ポンプ
ＥＬ.＋8.8m

ＥＬ.＋8.5m

ＥＬ.＋1.1m海水ポンプ ＥＬ.＋4.0m

ＥＬ.＋0.4m

ＥＬ.＋11.3m

：取水槽除じん機エリア防水壁

：取水槽除じん機エリア水密扉

：取水槽床ドレン逆止弁

：貫通部止水処置

：津波の浸水範囲

取水槽に設置する上位クラス施設及び外郭防護に係る浸水防止設備 

：取水槽除じん機エリア防水壁

：取水槽除じん機エリア水密扉

：取水槽床ドレン逆止弁

：貫通部止水処置

：取水槽C/Cケーブルダクト

：分離壁

：原子炉補機海水ポンプ

：高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ

：タービン補機海水ポンプ

：循環水ポンプ

：除じんポンプ

：津波の浸水範囲

R

H

T

C

J

：取水槽除じん機エリア防水壁

：取水槽除じん機エリア水密扉

：取水槽床ドレン逆止弁

：貫通部止水処置

：取水槽C/Cケーブルダクト

：分離壁

：原子炉補機海水ポンプ

：高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ

：タービン補機海水ポンプ

：循環水ポンプ

：除じんポンプ

：津波の浸水範囲

R

H

T

C

J
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【 No.45-5 】波及的影響施設（竜巻防護対策設備） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

 

取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備：鋼製壁とネットで構成。 
取水槽循環水ポンプエリア竜巻防護対策設備：鋼製蓋構造 

取水槽竜巻防護対策設備 

取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備 

取水槽 
海水ﾎﾟﾝﾌﾟｴﾘｱ 

取水槽 
循環水ﾎﾟﾝﾌﾟｴﾘｱ 
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【 No.47-3 】可搬型照明 

資機材名 配備個数（予備含む） 配備場所 点灯可能時間 

ヘッドライト 11個 中央制御室 約20時間 

LEDライト 
（三脚タイプ） 

3個 中央制御室前通路 約4.5時間 

LEDライト 
（ランタンタイプ） 

12個 中央制御室 約29時間 

懐中電灯 11個 中央制御室 約11時間 

ヘッドライト LEDライト 
（三脚タイプ） 

懐中電灯 LEDライト 
（ランタンタイプ） 

全交流動力電源喪失時に現場機器室等までの移動に必要な照度を確保できるよう可搬型照明
を配備する。 

初動操作に対応する運転員が常時滞在している中央制御室に配備する。 
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B-115V系蓄電池（代表例） 

重大事故等対処設備として，所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備を
設置している。 

全交流動力電源喪失から８時間後に不要な負荷の切り離しを実施し，蓄電池を組み合わせる
ことで24時間電源供給が可能な設計としている。 

所内常設蓄電式直流電源設備 

設備区分 
重大事故等対処設備（設計基準
事故対処設備兼用） 

重大事故等対処設備 

蓄電池 
B－115V系蓄電池 
B1－115V系蓄電池（SA） 
230V系蓄電池（RCIC） 

SA用115V系蓄電池※ 

主な負荷 
原子炉隔離時冷却系 
逃がし安全弁 
SA計器 

高圧原子炉代替注水系 
SA計器 

蓄電池容量 
（供給時間） 

・115V系蓄電池 
 全交流動力電源喪失から８時間
後に不要負荷切り離し，B系から
B1系へ給電元を切替え，その後
16時間の24時間電源供給可能。 
・230V系蓄電池 
 全交流動力電源喪失から24時
間電源供給可能。 

全交流動力電源喪失から24時
間電源供給可能 

蓄電池 蓄電池容量 

B－115V系蓄電池 
B1－115V系蓄電池（SA） 

3,000Ah 
1,500Ah 

SA用115V系蓄電池 1,500Ah 

230V系蓄電池（RCIC） 1,500Ah 

【 No.48 】代替直流電源設備  

※ 重大事故等対処設備専用の設備として常設代替直流電源設備と定義する 
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ボードタイプ ラッピングタイプ 

施
工
前 

施
工
後 

【 No.56 】耐火ラッピング 

火災防護対象ケーブル（難燃ケーブルを使用）に係る火災の影響軽減対策として，3時間又は
1時間の耐火性能を有する隔壁等（耐火ラッピング等）を設置し分離する。 

火災の影響軽減対策と耐火ラッピング 
（3時間の耐火性能を有する隔壁等による分離例） 

耐火ラッピング等の施工状況 

 

区分Ⅰ，Ⅲ火災区域 区分Ⅱ火災区域 

壁，床，天井（ハッチ含む） 
⇒３時間耐火壁 

区分Ⅱケーブルトレイ 
⇒３時間耐火ラッピング 

区分Ⅱ計装ラック等 
⇒３時間耐火間仕切り 

空調ダクト 
⇒３時間防火ダンパ 

扉 
⇒３時間耐火扉 

配管，ダクト，ケーブル貫通部 
⇒３時間耐火貫通部処理 

• 互いに相違する系列のケーブルについては，原則，互いの系列を3時間以上の耐火能力を有する隔壁等で分離する。 

• 3時間以上の耐火性能を有する隔壁等を適用できない箇所は，互いの系列間を1時間の耐火能力を有する隔壁等で
分離し，かつ，火災感知器及び自動消火設備を設置する。（例：ケーブル処理室等） 

運営 
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【 No.58-1 】RCIC現場手動操作による起動(1/2) 

全交流動力電源及び常設直流電源系統喪失時に，現場での人力による原子炉隔離時冷却
系の起動操作を実施する。   
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 原子炉建物１階 EL.15300 

原子炉建物中１階  

EL.18700 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 原子炉建物地下２階 EL.1300 

【 No.58-2 】RCIC現場手動操作による起動(2/2) 

原子炉隔離時冷却系起動操作は，ポンプ室にて実施する。 
原子炉隔離時冷却系起動後は，タービングランド部からの蒸気漏えい等に伴うポンプ室の雰囲

気温度の上昇による影響を避けるため，起動後の流量調整はポンプ室外（※）にて外側蒸気
隔離弁を操作することにより実施する。  

 （※）原子炉棟地上中１階東側PCVペネトレーション室                                          

外側蒸気隔離弁 
（MV221-21）                                       

弁操作（例）                                       

MV221-22等                                       

運営 
（移植済み：原子力総括） 
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【 No.60-2 】ベント系の耐震補強 
                 (サプレッション・チェンバ内) 
ベント系は，ベント管，ベントヘッダ，ダウンカマにより構成されている。 
耐震補強として，ジェットデフレクタへの補強リブ追設，ベントヘッダ支持構造物の構造変更，

ダウンカマへの補強リブ追設を実施している。 

① ジェットデフレクタへの補強リブ追設 

②ベントヘッダ支持構造物の構造変更 ③ダウンカマへの補強リブ追設 

ベント管 
②ベントヘッダ 

③ダウンカマ 

①ジェットデフレクタ 

サプレッション・チェンバ 

補強リブ追設 

補強リブ追設 
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U 
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U 

取水槽循環水ポンプエリア 

取水槽海水ポンプエリア 

U 
U 

U U 
U 

U 

U 

U 

【 No.72 】タービン建物における 
浸水防護重点化範囲の設定 

タービン建物については，復水器を設置するエリアと耐震Ｓクラスの設備を設置するエリアの境界
に，復水器エリア防水壁等の浸水防止設備を設置し，タービン建物（耐震Ｓクラスの設備を設
置するエリア）とタービン建物（復水器を設置するエリア）に区画する。 

平成 30年 11月 8日 12:00 版 

【C グループ（耐震）島根原子力発電所 現地視察ルート図〔2/8〕 

 

 

 

 

 

D D 

D 
D 

D D 

D 

D 

D 
D 

D D 

D D 

D D D 
D 

D 

タービン建物地下1階 

タービン建物1階 

 
凡例 

      ：浸水想定範囲 

：原子炉補機海水配管 

：高圧炉心スプレイ補機海水配管 

      ：燃料移送配管 

      ：非常用ガス処理系配管 

      ：Ⅰ－原子炉補機海水系電路 

      ：Ⅱ－原子炉補機海水系電路 

      ：高圧炉心スプレイ補機海水系電路 

      ：Ａ－ＤＥＧ燃料移送ポンプ電路 

    ：Ｈ－ＤＥＧ燃料移送ポンプ電路 

    （点線部は埋設を示す） 

  Ｕ   ：上階へ 

   Ｄ   ：下階へ 

原子力耐震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

廃棄物処理建物地下 2階 
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取水槽循環水ポンプエリア 

取水槽海水ポンプエリア 
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タービン建物地下 1階 

原子炉建物地下 2階 
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凡例 

      ：浸水防護重点化範囲 

：復水器エリア防水壁 

：水密扉  

：貫通部止水処置実施箇所 

床ドレン逆止弁は浸水防護重点範囲の境界となる床面に設置 

：Ⅰ-原子炉補機海水系配管 

：Ⅱ-原子炉補機海水系配管 

：高圧炉心スプレイ補機海水系配管 

      ：非常用ディーゼル発電機系配管（Ａ系） 

      ：非常用ディーゼル発電機系配管 

（高圧炉心スプレイ系） 

      ：非常用ガス処理系配管 

      ：Ⅰ-原子炉補機海水系電路 

      ：Ⅱ-原子炉補機海水系電路 

      ：高圧炉心スプレイ補機海水系電路 

      ：高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機系電路 

    （点線部は埋設を示す） 

  Ｕ   ：上階へ 

タービン建物（耐震Ｓクラスの設備を設置するエリア）（西） 

タービン建物（復水器を設置するエリア） 

U U 

U 

耐震Ｓクラス 

 の設備 

浸水防止設備 

タービン建物（耐震Ｓクラスの設備を設置するエリア）（東） 

タービン建物地下1階の復水器エリア防水壁等の浸水防止設備と耐震Ｓクラスの設備の位置 
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■主蒸気系配管およびクロスアラウンド管への適用 
 主蒸気系配管に３７台，クロスアラウンド管（北側，南側）へ約２０台の制震装置を適用する。 

主蒸気系配管への設置計画 北側クロスアラウンド管への設置計画 

【 No.73-2】三軸粘性ダンパ  




